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・Word 2003以降で作成して下さい。

・見本にならい、ご所属、ご氏名、お名前のローマ字表記の記載をお願いいたします。

・巻頭言は、20００字以上を目安にお願いします。分量が多い分には、制限はありません（むしろ大歓迎です）。顔写真を忘れずにお送り下さい。英文タイトルもお願い申し上げます。

・研究室紹介は、25００字以上を目安にお願いします。分量が多い分には、制限はありません（むしろ大歓迎です）。メンバーの集合写真や、部屋の様子、所有機器の写真等の他に、研究内容を紹介する図など、何でも入れて頂いて構いません。

[bookmark: _Hlk45123105]・著者紹介を掲載します。ご自身のご略歴、ご所属、専門分野、現在の研究テーマ、ご趣味、電子メールアドレス等の情報をお送りください。最大200字程度でお願いいたします。ご希望により顔写真も掲載可能です。
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1. はじめに
直鎖状及び環状構造のポリリン酸イオンのプロトン化平衡については, 多くの研究例がある1)が, フルオロリン酸イオンに関する研究例は少ない2-3)。これは, フルオロリン酸塩が水溶液中で分解するためである。特にテトラフルオロリン酸イオン, HnPF4(3-n)-(n=0-3), は酸性溶液中では容易にトリ, HnPOF3(3-n)-(n=0-3), ジ, HnPO2F2(3-n)-(n=0-3), モノ, HnPO3F(3-n)-(n=0-3)の各種フルオロリン酸（図1）及びオルトリン酸に分解されてしまうことが分かっている4-7)。ここでは, 通常の熱力学的手法では, 加水分解により......

2. 研究の背景
QnL 錯体生成系において次の平衡状態を考える。

 Q  +  L  ⇌  QL              Z1 = 
　Q   +  QL  ⇌  Q2L     Z2 = 	 ⋮		 　　⋮
  Q   +  Qn-1L  ⇌  QnL     Zn = 				
ここで分率 p は定数 Zi と水素イオン濃度 [Q] によって示されるので, はZi と [Q] およびL, QiLを用いて次式のように表される。	

 =   (i ≧ 1)			 
従って



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図1  視認性が高い良好な写真の例。ぼやけが少なく、目的物質の形状や輪郭が
鮮やかに表現されている。遠山岳史氏（日本大学）にご提供頂いた。
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図2  解像度が高い良好な写真の例。目的物質の繊細な表面構造が存分に表現されている。
　　　遠山岳史氏（日本大学）にご提供頂いた。
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図3  良好なグラフの例。文字や微妙な曲線がきれいに表現されており、ジャギー
（曲線部などのギザギザ）や滲み、ぼやけは見られない。
　　
表1　Wordの作表機能を使用し、上手くまとめられた表の例。セルの数は比較的多いが、
罫線が適度に引かれていて、見やすくまとめられている。
	Compound
	SEM
	
	TEM

	
	g
	Kdiff. (x 108) 
	J2 
	
	g
	Kdiff. (x 108) 
	J2 

	AAA-125
	6.21
	2.36 ± 0.05
	0.55
	
	145
	520 ± 13
	0.88

	EEE-589
	5.87
	2.22 ± 0.03
	0.58
	
	139
	502 ± 10
	0.85

	BBB-163
	5.23
	1.09 ± 0.02
	5.42
	
	203
	446 ± 11
	0.80

	FFF-668
	5.21
	1.04 ± 0.03
	5.36
	
	189
	415 ± 12
	0.83

	CCC-288
	7.02
	2.58 ± 0.06
	0.59
	
	109
	627 ± 16
	0.79

	GGG-805
	6.84
	2.41 ± 0.05
	0.61
	
	105
	611 ± 15
	0.81

	DDD-361
	4.26
	1.33 ± 0.04
	0.50
	
	98
	709 ± 14
	1.00

	FFF-602
	4.38
	1.39 ± 0.04
	0.56
	
	95
	696 ± 13
	0.85
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